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把閲すLる／試験  

麺当  大 橋 昭．‘也  井 上  正  

小 林 茂   奥 山  堅  

Ⅰ 将官   

大規模経営の技術的条件把ついては未確定の委棄を残したまゝ多頭化が進展したため、一部で   

混乱がみられるので、特に生産の基礎となる畜舎構造上基本的な問題点として解決を要する一群   

の頭数と飼育密度叱ついて東証試験を行ない、この間の環境徴気象の調査とあわせて飼養環境と   

省力化の錦卸された軍令構遭の標準技術を確立するため本試験考実施した。  

Ⅱ  試験実施概要  

1 試験豚  

試験蕨は、41年春当場生産の中ヨークシャ種50頭を用い、試験区2D頭、対照区1＝0扉   

托、分けキ。なお対照区の1頭は ヘルニ7のため、7月21日（5¢・毎時）試験から除外した。   

蘭験隊の生年月日、父母、■座別は表1のとおりである云   

2  試験期間  

各区平均体真2qk伊から各個体90kダまでとし、その期間は昭和41年5月25日から12  

月‘日までであった。   

5  豚舎と豚房  

豚舎は野里鉄骨、スレート穿き両屋根型の簡易閉鎖式豚舎で、枚方向は東西、朽側19e二れ   

弄側戊Om、建坪は†7臥2ガで豚房は裸列式で8豚房あり、他に飼料康及び管理室とからな  

っている。・  

豚房構造は、・御方排葬所式で、表2に示す2稗の豚房からなり、10，8ガの小帯飼育顔房∴占、   

及び1よ27オの大群飼育豚厨2房からなっており、本試験には北側の大群飼育豚房及び隣接の   

小群飼育豚房を恥、た。・  

即ち、1d2ガの豚房収20謬沌収容して試験区とし、1口．8オ忙10頭を収容した帝準区  

を対照区とした。  

なお、飼槽ほ南面にデンマーク式飼槽を設俊し、ウオメーカツブは大群飼育豚房忙は2ケ、  

小群飼育豚房にほ1ケそれぞれ設備した。  
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表1   試  験  豚  
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表 2 、供試膝 房 の 構 造  

試験区■  1乙4X乙0  2．Okる．0  高．2ガ  ムd正  1‘．2叫0．5十ガ   0．  区分 l‾■頗区  寝 所 間ロ×奥行  排楽所 間中￥奥行           哀 所  排撃所 ま言蒜  計 1す盲扇  ．寝所     2．dx5．ロm  1．2×2．ロm  ス2一打    0．727オ  0．  



4  給与飼料並びに管理   

体重2ロk伊から50kダまでは産肉能力検定1号飼料を1日5国昭、50桓以降90k伊までは  

表5に示す自家配合席料を1日2回にそれぞれ粉飾打水として給与し、この間1主即冒毎の僧体   

及び採食状況Kよって給餌蚤を増加した。   

なお、その他「蚊管理は当場の伸行法に従って行なった。  

表5  50kg以降の給与飼料の配合構成   

5  環境徴気象の 測定  

畜舎の費積条件、帝に換気愚からみた気容蹄について、飼育密度と樺進の面から究明するた  

め把、下記事項把ついて定時及び連続河鹿を行なった。  

‖） 湿湿度 （付表（2）、（5））   

（2） 風速、気動及び冷却力   

（5） 照度、紫外額僚   

Ⅲ  試験締果 と 考察   

A  肥育試験   

川  採食状況と健康状態  

試験期間中の拝金状況をみると、両区ともd Okダ前後および80kg以降ヤゝ食慾の不振が  

言君められ、また試験区190号際忙ついては、肥育末期の発育遅延を来たし、また対照区  

54号隊ほ（5占k9時）靡ヘルニヤとなったので訝瞬から除外したはかは、順調把推移した  

ものと考えられる。  

なお、飼槽構造上の欠怖が満ったため試験区把ついては、肥育後期に飼料の稗群が認めら  

れたので、9月中旬平均体重d Ok伊時に補修を行なった。   

（2） 増俸及び飼単の利用性  

各区平華体頚20k甘から各個体9Dkタまでの増俸及び飼料の利用樺把ついては表Jのとお  

りである。  

即ち、訳読匡190号豚の1日平均増体環佗ついてほ、苦るしい発育の遅延を来たしたた  

）托ようて棄却検定を行なったところ、でⅣ＝2．18  めSminnoff経てTⅣコ   

＞to＝2．P9（⊥＝5）となったので、この1頭を除いた資料の集計値で比較しれもので  
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あるが、所要日数、1日平均増体重竿の発育成績については、やゝ対照区が勝っているか、  

有意性は認桝）れな弐、二   

また、許験期間中の飼料洞野貴は約5ご％試験区が多く零しており、従って飼料要求率では  

対照区5，57に対して訊験区では5．80となり、大群密街区の飼料の利用性がやゝ劣ってい   

た。   

表4  増体及び飼料の利用性  

98．さ日   2291日  1510日   
＋ヱ7   開始時体貫  90k針時 日 令  所要時間          ±20－8  ＋11．7       8‘．2  221．2  1る5．0  ±d．0  ＋18．4  ＋15．9  

試験開始  
時任委   

1見9kg  
＋5，0  

日平均  
体粟  区 分  

555g  

±さ8．9   
対照区  

試験区  

飼料消費量  要求系  

2495kg  

2d5．0  

（5） 居体成紙  

建碑素9bk伊て肥育を終了した供読解の中から、発育中庸のものについて両区から各々聴  

2∴去勢雄2の計4啓∃づつを屠殺解体し、常法に従って粥斉した控菜は葬5から牽dに示す  

とおりであつた。  

即ち、屠肉歩常、屏休各部の長さ、大部肉片の野合黎にはあまり＃カ」認められず、■また、  

枝肉駁引上重苛な指標となる背筋防の厚さロースの断面欝についてみると、背部月号肪贋の平  

一均では試験区2．9士0．さ8c催、対照区5．8士∩，21cれとや．、訳解区か薄く、またコースの断  

面帝についてさ■蔓試験区が、やゝ紳かったが、それぞれ有意性は認められない。  

－なお、赤肉二▲月旨肪の色沢肉緊り等枝肉の－一般的仕上り壮瞥を含めて屠休審査の許丼、試験  

区7d．5点、1対照区775点となり、試験区カ；やゝ劣っていた。  

Ⅶ 肇．約   

昭和58年及び5卓年度の試験練衆では、1群1口頭の群番；で1豆巨i当り0．787ガ区と1．545ガ   

区の比鞍で、5・5ガ当り4頭篠庶の密飼が可能であることを知慨コア）て今回iま1酢20衝1頭当り   

口，81ガの大群幣飼区の試験七行なった結界、1群1口頭1所当り1．08扉の摂準区と比べて発   

育速ま及び飼料要求率把ついてはやゝ劣ったが、1日平均増俸薫については有意性が認められな  
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表5  居 体 各 部 の 測 定 値  

表‘   脂 防 層 申’厚∴さ  

∴背 熟∴ 脂芦「肪「r層  腹 部・借 財・≡  
区 分  セ  巳■■  コ シ ー   カ タ  平 喝   前  中  后  平’＝均   

対象区  4．2±n50卯l  2，1±D．58e机  2．‘±0．2細  まD±ロ．2†仇  1．2の花  t7彿  2＿7α托  1．9去p．主管   

試験区  5．‘±0．75 12．5±1，82   2．9±0．47！2．9±0．58    n   10  1．5  2．4  1．‘±ロ．18   

付 表  発  ノ 育  成  績  

嘉  

験  数  

区   

平均増体重  －－吼5  ‡2．4  2．0  5．5  2．d  1・5；2二＝7・・   ま8  まh9  一a5 u  4．0  

備  考  7月25日 踪時体 測  8月51日（前期終了）  9P毎に到達し  

体．測月▲日  ．5．25  ー‘．1  ム8  ふ1㌧5  ＆22  A24  ＆25  ＆29  ス‘  エ15  ヱ20  Z27  

対  数‘  10  18  10  10  皿  10  †0  18  10  10  10  10  

照  

区  5．9 

備  考 ‘月24日、25日 臨 時 体 軌  7月27／日（前期終了）  90桓   
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かった。また、背脂肪の厚さ肉質についても大差がなかった。   

なお、．この間罵については更に1詳の頭数及び飼育密度をかえて実地し結論を得たい。  

Ⅴ  環境徴気象の 削定   

頭墳測定の結果托ついては、目下測定値を集請中であり、最終年虔にとりまとめる。  

鼠7  免14  ，921  鼠28  1（】．5  10．12  10」9  1【】．2d  11．2  119  11．1‘  1124  1tさ0  12，5   

20   2q   20   20   2D   20   20   14  12   10   7   5   4   

52．7  5エ0  占0．8  d5．7  占95   75．4   78．2  715  78．8  8n5  8t9  85．7  85．d  90．0   

2．9  4．孟   5．8   え9   5．8   乙9   4．8  ーD．7   1．さ   17   ld   18   t9  4．4   

た豚から適次屠殺  

8．5  8．10  臥17  8．24  8．ち1   史7   景14   鼠21  父28  1（I．5  10．12  10．19   

1ロ   ⇒   9   9   9   9   8   8   7   4   2   2   

52．8  5ヱ5  dt5  d4．0  古文2   72．9   75．さ   80▲4  85．d  85．4   85．5   90．0   

2．8   4＿5   4．2   2．5   5．2  1  5・7   2，4   5．1   乙2   t8   0．1   4．5   

托到達した豚から遂次屠殺  

■■－5 5■■－   



、   

、、   

u） さく   

－、、  r
＼
 
 

・
1
ノ
．
1
 
 

∴
■
 
∴
 
∴
、
．
∴
、
、
 
 
 
∴
 
：
い
．
 
㌧
 
∴
－
．
．
 
 

．
i
′
 
 
 

．
－
 
 

●
 
 

／
 

袖
「
娼
∴
塑
∴
曙
＋
＝
－
・
－
－
 
 

㌧
／
 
メ
 
 

†
′
∵
 
 ／

 
√
1
ゝ
ノ
イ
 
 

う
く
ノ
／
．
＼
／
＼
 
 

嘲
 
 

嘱
戚
〓
陛
磯
・
 
 

魂
 
 

（
N
）
 
礁
 
キ
 
 
 

、、 
ノ  

、  

、－、・ 

ニブ ／イノ〃  

の
∬
p
O
．
T
 
」
 

：
・
 
 
 

㌻
・
れ
 
 

肌
川
、
 
 

÷
爪
 
 

〇
．
の
 
 
 

ロ
 
バ
 
 
 

ロ
 
ボ
 
 
 

ロ
．
「
 
†
 
 
 

〇
．
崎
 
†
 
 
 

〇
．
の
 
↑
 
 
 

○
ド
 
【
 
 
 

む
 
ぴ
一
 
 
 

口
．
L
 
N
 
 
 

〇
．
椚
 
N
 
 
 

〇
一
S
 
N
 
 



∴
。
∵
 
∵
こ
 
∴
．
 
 

＿＿－－－・－・－・∴－  

僻  

耳   

ノ〆  

l  

／  

■ ■ ●  
＼  

⊂⊃  
の  

－5 7－   


